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研究分野

1. 文章表現指導に関する研究

2. 経済学教育法の開発・効果測定(含 ICT 利用教育) 

3. 理論経済学（社会選択理論） 

キーワード

就業用文章指導、経済学教育、e ラーニング、社会選択理論 

研究概要

近年は、講義で「文章表現法」を担当し、主に就業用文章産出における困難感の分析や、学生チューターの

指導における談話分析等を行っています。また経済学教育における ICT 活用、演習科目を含めた

TBL(Team-Based Learning)の教育効果分析も行っています。 

研究シーズ、テーマの内容

 履歴書文章欄を利用した文章表現指導 

履歴書文章・エントリーシートの文章欄（「自己 PR」・「学生時代に力を入れたこと」等）を利用した汎用文

章技術の涵養の試みとその効果測定 

 バックグラウンド稼働クリッカーの開発と実践 

講義中に学生がもつ意見や疑問等を、教員の講義進行（経済学）を極力妨げないよう伝達または共有

することを目的としたクリッカーの開発と実践活用

 入学前教育の教育効果の効果測定 

推薦入学生を対象とし、e ラーニングを利用した入学前教育について、プレースメントテストや期末試験

（経済学）の成績との関係を分析 

 オンライン・リアクションペーパーの開発と効果測定

大人数講義において運用可能で、教員と学生の双方向性を実現する、オンライン・リアクションペーパー

の開発と効果測定 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. 巽靖昭、堀憲一郎、「学部生チューターによる就業用文章ライティング指導における文章産出過程の談話

分析」『久留米工業大研究報告』Vol41,pp176-184, 2020 

2. 巽靖昭、堀憲一郎、「就業用文章産出における書き手の困難感の分析」『久留米工業大研究報告』

Vol41,pp129-136, 2019 

3. 巽靖昭、御厨かおり、履歴書文章欄を利用した文章表現指導と学部生ピア・サポートの実践報告、『久留

米工業大学研究報告』 Vol40, pp126-135, 2018 

4. 巽他、ミクロ・マクロ経済学演習科目の教育効果に関する実証研究、『京都大学高等教育研究』第 18 号,

pp11-23, 2012

5. その他活動 

(ア) 2016 年度 CIEC 学会賞論文賞 受賞：受賞論文「バックグラウンド稼働クリッカー(bgClicker)の開発」

(『コンピュータ&エデュケーション』Vol.38(2015) 

(イ) 日本ムードル協会 2013 年度ベスト・ムードル・オープン・コースウェア賞 最優秀賞受賞作品「マクロ

経済学演習」 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

提供可能な設備機器
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研究分野 

就業力育成、キャリアデザイン 

キーワード

人間力、仕事、人生、生き方、前に踏み出す力

研究概要 

キャリアデザインに関して

研究シーズ、テーマの内容 

Ⅰ，学生自身が「仕事」＝「志事」の思考を身に付けるために、個別面談やディスカッションを実施。 

Ⅱ，新規企業開拓において、企業が大学や学生に求めている事（カリキュラム、資格、人間性等）を 

ヒアリングし、学科や学生へのフィードバックを実施。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

本学ではキャリアサポートセンターが中心となり、企

業と学生のマッチングに注力しております。「ものづく

り」を通して社会に貢献したいという高い志を持った

学生が集う久留米工業大学を宜しくお願い致しま

す。 

提供可能な設備機器 




